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日
蓮
宗
の
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
そ
の
理
念
と
意
義

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
嘱
託
）

奥

田

正

叡

は
じ
め
に

近
年
医
療
技
術
が
発
達
し
多
く
の
病
気
が
治
療
可
能
と
な
り
、
他
方
で
は
高
度
の
人
工
操
作
に
よ
り
生
死
へ
の
介
入
が
可
能
と
な
り
、

生
命
倫
理
重
視
の
世
論
が
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
流
れ
を
背
景
に
、
延
命
の
為
の
医
療
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
生
命
の
質
を
重
視
す

る
医
療
の
大
切
さ
が
求
め
ら
れ
、
人
間
の
尊
厳
を
見
直
そ
う
と
す
る
運
動
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
い
わ
ゆ
る
イ
ギ
リ
ス
に
端
を
発
し

た
ホ
ス
ピ
ス
運
動
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
間
が
最
後
の
時
間
ま
で
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
医
療
に
ケ
ア
の
心
を
取
り
戻
す
運
動
だ
っ

た
。一

九
七
〇
年
代
今
日
の
日
本
を
代
表
す
る
ホ
ス
ピ
ス
が
相
次
い
で
開
設
さ
れ
た
。
一
つ
は
静
岡
県
聖
隷
三
方
原
病
院
の
ホ
ス
ピ
ス
で
あ

り
、
今
一
つ
は
大
阪
の
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
の
ホ
ス
ピ
ス
で
あ
り
、
と
も
に
キ
リ
ス
ト
教
を
背
景
と
し
て
い
た
。
一
九
九
二
年
千
葉
県

柏
市
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
持
つ
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ

東
病
院
が
開
設
さ
れ
、
次
第
に
、
よ
り
日
本
的
な
ホ
ス
ピ
ス
の
在
り
方
が
問
わ

れ
、
仏
教
者
も
積
極
的
に
医
療
現
場
に
参
加
し
始
め
た
。
そ
の
先
駆
を
な
し
た
の
は
一
九
八
四
年
に
発
足
し
た
超
宗
派
の
団
体
、
京
都
仏

教
青
年
会
（
現
薄
伽
梵

）
の
活
動
で
あ
り
、
宗
派
と
し
て
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
西
本
願
寺
）
の
ビ
ハ

ラ
活
動
だ
っ
た
。

そ
の
後
全
国
の
仏
教
者
が
様
々
な
形
で
医
療
へ
の
関
わ
り
を
見
せ
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
仏
教
に
よ
る
タ

ミ
ナ
ル
ケ
ア
施
設
「
ビ
ハ

ラ
」
を
併
設
し
た
ビ
ハ

ラ
花
の
里
病
院
や
長
岡
西
病
院
が
相
次
い
で
開
設
さ
れ
た
。
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ビ
ハ
ー
ラ
活
動
と
は
、
医
療
や
福
祉
や
地
域
社
会
と
連
携
の
も
と
に
、
寺
院
に
於
い
て
自
宅
に
於
い
て
あ
る
い
は
病
気
や
障
害
、
高
齢

化
に
悩
む
人
達
と
苦
し
み
を
共
有
し
、
精
神
的
身
体
的
な
苦
痛
を
取
り
の
ぞ
き
、
安
心
が
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
活
動
の
事
で
あ
る
。

も
と
も
と
こ
の
ビ
ハ

ラ
活
動
の
精
神
は
釈
尊
の
時
代
か
ら
仏
道
修
行
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
僧
医
、
看
病
僧
な
ど
に
よ
り
実

践
さ
れ
て
き
た
。
我
国
に
お
い
て
も
、
江
戸
時
代
初
期
ま
で
は
僧
侶
に
よ
る
ビ
ハ

ラ
活
動
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
仏
教
と
医
療

と
の
分
化
や
寺
院
形
態
の
変
化
、
西
洋
医
学
の
流
入
な
ど
に
よ
り
次
第
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
本
稿
で
は
か
つ
て
活
発
に
な
さ
れ
て
い
た

我
が
国
に
お
け
る
ビ
ハ

ラ
活
動
の
歴
史
を
学
び
、
日
蓮
宗
に
お
け
る
ビ
ハ

ラ
活
動
の
理
念
と
意
義
に
つ
い
て
試
論
を
述
べ
る
。

１

ホ
ス
ピ
ス
と
ビ
ハ
ー
ラ

ホ
ス
ピ
ス
と
は
、
も
と
も
と
中
世
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
地
巡
礼
に
伴
う
宿
泊
施
設
の
こ
と
を
い
っ
た
が
、
そ
の
後
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
に

も
と
づ
く
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
（
終
末
期
医
療
）
施
設
と
し
て
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
七
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ
シ

リ
ー
ソ
ン
ダ
ー
ス
が
世
界
初
の
ホ
ス
ピ
ス
、
セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
病
院
を
開
設
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
今
日
の
日
本
を
代

表
す
る
ホ
ス
ピ
ス
が
相
次
い
で
開
設
さ
れ
た
。
一
つ
は
静
岡
県
聖
隷
三
方
原
病
院
の
ホ
ス
ピ
ス
で
あ
り
、
今
一
つ
は
大
阪
の
淀
川
キ
リ
ス

ト
教
病
院
の
ホ
ス
ピ
ス
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
共
に
キ
リ
ス
ト
教
を
背
景
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
仏
教
関
係
者
も
積
極
的
に
医
療
へ
の
か

か
わ
り
を
見
せ
は
じ
め
た
。
当
初
、
仏
教
関
係
者
の
医
療
へ
の
か
か
わ
り
を
「
仏
教
ホ
ス
ピ
ス
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
た
が
、
仏

教
の
主
体
性
や
独
自
性
を
求
め
る
議
論
が
お
き
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
仏
教
語
「
ビ
ハ
ー
ラ
」
が
仏
教
ホ
ス
ピ
ス
に
変
わ
る
言
葉
と
し
て

提
唱
さ
れ
た
。

「
ビ
ハ
ー
ラ
」
と
は
、
散
歩
し
て
気
晴
ら
し
を
す
る
こ
と
・
享
楽
す
る
こ
と
・
楽
し
む
こ
と
・
静
養
す
る
こ
と
・
休
養
の
場
所
・
僧

院
・
寺
院
・
安
住
・
精
舎
等
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
経
典
の
用
例
に
は
、「

気
晴
ら
し
の
場
所
」
・



─ ─

「

娯
楽
地
」
・
「

楽
、
楽
住
」
等
が
あ
る
。
法
華
経
の
用
例
と
し
て
は
、「

安

楽
行
（『
安
楽
行
品
第
十
四
』）」
・
「

精
舎
（『
分
別
功
徳
品
第
十
七
』）」
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
ビ
ハ
ー
ラ
と
呼
ば
れ
た

仏
教
施
設
の
機
能
は
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
に
は
、「
病
人
へ
の
供
持
、
病
人
へ
の
投
薬
、
病
人
へ
の
説
法
、
看
病
人
へ
の
給
仕
、
比
丘
へ

の
説
法
」
な
ど
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

２

ビ
ハ

ラ
活
動
の
歴
史

多
く
の
仏
教
経
典
に
は
、
仏
陀
を
医
王
、
法
を
薬
、
僧
を
看
病
人
に
た
と
え
、
病
人
を
看
護
す
る
こ
と
は
仏
陀
を
看
護
す
る
の
と
同
じ

功
徳
が
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
病
者
を
看
病
し
な
い
者
は
自
分
も
看
病
を
受
け
ら
れ
な
い
と
説
か
れ
、
積
極
的
に
看
病
の
必
要

性
が
説
か
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
『
梵
網
経
』
に
は
「
看
病
は
八
福
田
の
第
一
」
と
説
か
れ
、『
大
般
涅
槃
経
』（
巻
第
十
一
現
病
品
）』
に
は
病
人
食
の
作
り

方
が
具
体
的
に
説
か
れ
て
い
る
。『
摩
訶
僧
祇
律
』（
巻
第
四
）』
に
は
薬
、
看
護
、
食
事
の
調
和
が
あ
っ
て
始
め
て
病
が
治
癒
す
る
と
説

か
れ
、
食
前
の
う
が
い
や
手
洗
い
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
『
四
分
律
』（
巻
第
十
四
）』
に
は
食
べ
て
良
い
も
の
、

悪
い
物
、
食
事
の
取
り
合
わ
せ
や
摂
取
量
な
ど
の
食
事
の
知
識
、
水
分
の
摂
取
量
や
薬
の
適
応
量
な
ど
薬
の
正
し
い
知
識
、
看
病
の
心
が

け
が
説
か
れ
、
利
益
の
た
め
の
看
病
を
堅
く
戒
め
て
い
る
。
さ
ら
に
仏
の
教
え
を
誰
に
で
も
解
る
よ
う
に
説
き
、
説
法
を
以
て
病
人
を
法

悦
に
入
ら
し
め
る
こ
と
な
ど
、
具
体
的
に
説
か
れ
て
い
る
。

古
代
印
度
の
祇
園
精
舎
に
は
、
聖
人
病
院
や
仏
示
病
院
が
あ
り
、
ア
シ
ョ
カ
王
は
当
初
か
ら
医
療
活
動
を
実
践
し
て
い
た
。
中
国
で
も

北
魏
の
孝
文
帝
が
洛
陽
に
慈
善
病
院
別
坊
を
開
設
し
た
り
、
唐
代
に
は
、
扶
養
者
の
い
な
い
病
人
や
老
人
、
身
体
障
害
者
や
孤
児
な
ど
を

収
容
し
た
非
田
養
病
坊
が
寺
院
に
設
け
ら
れ
た
。
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日
本
で
は
飛
鳥
時
代
の
五
三
八
年
、
百
済
か
ら
仏
教
が
伝
来
し
、
同
時
に
多
く
の
先
進
文
化
が
伝
え
ら
れ
た
。
五
五
四
年
医
学
博
士
有

凌
陀
と
採
薬
師
丁
有
陀
が
百
済
よ
り
渡
来
し
、
医
学
を
伝
え
た
。
五
九
〇
年
に
は
日
本
初
の
僧
侶
善
信
尼
が
百
済
留
学
か
ら
帰
国
し
、
仏

教
と
医
学
を
も
た
ら
し
た
。
僧
侶
た
ち
の
多
く
は
、
仏
教
の
教
え
を
説
き
な
が
ら
慈
悲
の
精
神
に
よ
り
救
療
活
動
を
行
っ
た
。

聖
徳
太
子
（
五
七
四

六
二
二
年
）
は
「
世
間
虚
仮

唯
仏
是
真
」
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
熱
心
な
仏
教
者
だ
っ
た
。
そ
し
て
大
阪
に

日
本
初
の
仏
教
寺
院
で
あ
る
四
天
王
寺
を
建
立
し
、
そ
の
中
に
四
箇
院
を
併
設
し
た
。
四
箇
院
と
は
施
薬
院
（
貧
し
い
病
者
に
薬
剤
を
与

え
た
所
）、
療
病
院
（
身
寄
り
の
な
い
病
人
を
収
容
し
法
を
説
い
た
所
）、
悲
田
院
（
貧
し
い
孤
独
な
人
を
収
容
し
た
所
）、
敬
田
院

（
人
々
の
精
神
的
救
済
を
行
っ
た
所
）
の
四
つ
の
建
物
の
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
「
寺
院
、
薬
局
、
病
院
、
福
祉
施
設
の
一
体
化
」
が
日

本
に
お
け
る
寺
院
形
態
の
原
型
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

奈
良
時
代
に
な
る
と
、
国
の
事
業
の
大
部
分
が
仏
教
的
色
彩
を
帯
び
る
よ
う
に
な
り
、
国
毎
に
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
が
建
て
ら
れ
た
。

六
八
〇
年
の
天
武
天
皇
の
勅
命
に
は
、
寺
院
と
病
院
が
合
体
す
べ
し
と
い
う
条
項
が
あ
り
、
寺
院
の
多
く
に
施
薬
院
や
療
病
院
が
設
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
寺
院
は
、
さ
な
が
ら
救
療
事
業
の
セ
ン
タ

的
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
行
基
の
よ
う
に
病

人
の
看
護
を
主
と
す
る
看
病
僧
、
鑑
真
の
よ
う
に
僧
で
あ
り
な
が
ら
医
を
職
と
す
る
僧
医
な
ど
も
出
現
し
た
。
行
基
（
六
六
八

七
四
九

年
）
は
、
橋
、
池
、
溝
な
ど
の
潅
漑
事
業
を
行
い
な
が
ら
、
労
働
者
の
救
済
所
と
し
て
布
施
屋
や
悲
田
院
を
建
て
た
。
鑑
真
は
（
六
八
八

七
六
三
年
）、
七
五
四
年
東
大
寺
に
戒
壇
を
建
て
、
日
本
に
初
め
て
戒
律
を
伝
え
、
同
時
に
薬
の
名
称
と
効
用
を
鼻
で
嗅
ぎ
分
け
る

「
鑑
真
方
」
を
会
得
し
、
医
療
に
貢
献
し
た
。

平
安
時
代
前
期
は
、
世
の
中
が
平
穏
無
事
で
文
化
も
栄
え
た
。
こ
の
時
代
の
仏
教
は
、
最
澄
・
空
海
に
よ
り
日
本
的
な
も
の
と
な
っ
た

が
、
貴
族
中
心
の
仏
教
で
、
民
衆
に
は
十
分
浸
透
し
な
か
っ
た
。
最
澄
（
七
六
七

八
二
二
）
は
医
方
や
陰
陽
に
詳
し
く
、
信
濃
に
広
済

院
と
広
極
院
を
建
て
行
客
の
難
に
備
え
た
。
空
海
（
七
七
四

八
三
五
）
は
荒
れ
地
を
開
拓
し
、
讃
岐
に
万
農
池
を
修
築
し
、
民
衆
の
た

め
の
医
療
を
施
し
た
。
淳
和
皇
太
后
（
八
一
〇

八
七
九
）
は
京
都
の
嵯
峨
離
宮
を
大
覚
寺
と
改
め
、
一
般
病
舎
の
済
治
院
と
ハ
ン
セ
ン
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病
看
者
施
設
の
不
壊
化
身
院
を
設
け
た
。
こ
の
時
代
、
密
教
は
祈
祷
や
呪
い
を
取
り
入
れ
、
病
気
に
な
る
と
医
学
的
治
療
は
後
ま
わ
し
に

し
て
ま
ず
祈
祷
を
受
け
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
医
学
の
発
展
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

平
安
時
代
末
期
に
な
る
と
仏
教
の
退
廃
的
兆
が
見
え
は
じ
め
、
仏
教
看
護
の
崇
高
な
精
神
も
薄
れ
、
報
酬
の
み
を
目
的
と
す
る
僧
侶
も

出
て
き
た
。
こ
の
頃
天
然
痘
・
疫
痢
・
肺
結
核
な
ど
伝
染
病
が
流
行
り
、
迷
信
的
な
加
持
祈
祷
で
は
治
ら
ず
、
結
局
医
学
は
仏
教
と
分
離

す
る
方
向
へ
進
ん
だ
。
ま
た
、
現
世
利
益
を
説
く
密
教
は
人
心
か
ら
離
れ
、
末
法
到
来
の
思
想
が
深
く
民
衆
に
浸
透
し
た
。
そ
の
結
果
、

現
世
の
利
益
よ
り
も
未
来
の
浄
土
を
求
め
る
極
楽
往
生
安
楽
国
の
信
仰
が
興
り
、
浄
土
思
想
が
流
行
す
る
に
至
っ
た
。

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
浄
土
宗
の
流
行
以
来
、
戒
律
を
軽
視
し
修
行
を
怠
る
仏
教
界
の
現
状
に
失
望
し
た
人
々
は
律
宗
に
注
目
し
、
も
う

一
度
戒
律
の
実
践
に
よ
っ
て
規
律
あ
る
仏
教
界
を
再
興
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
を
契
機
に
、
禅
宗
や
法
華
宗
な
ど
鎌
倉
新
仏
教
各
宗
派
が

次
々
と
誕
生
し
た
。

鎌
倉
時
代
の
文
化
は
ほ
と
ん
ど
仏
教
者
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
医
学
も
大
部
分
は
僧
侶
が
掌
握
し
た
。
こ
の
時
代
、
公
の
医
療
制
度
は

特
に
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
間
看
護
史
上
黄
金
時
代
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
多
く
の
医
療
施
設
や
看
護
事
業
が

僧
侶
達
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
た
。
源
信
（
九
四
二

一
〇
一
七
）
は
『
往
生
要
集
』
を
著
し
、
念
仏
一
門
に
よ
る
往
生
極
楽
を
説
い
た
。

横
川
の
首
楞
厳
院
で
は
、
往
生
要
集
の
実
践
と
し
て
学
僧
た
ち
が
臨
終
の
看
取
り
を
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
仏
教
に
よ
る
タ

ミ
ナ
ル
ケ

ア
の
原
形
と
い
え
る
。
重
源
（
一
一
二
一

一
二
〇
六
）
は
功
徳
湯
な
ど
の
湯
屋
を
造
り
病
人
を
湯
治
さ
せ
、
法
然
（
一
一
三
三

一
二

一
二
）
は
『
往
生
要
集
』
に
深
い
感
動
を
受
け
、
救
済
を
求
め
る
民
衆
に
専
修
念
仏
の
教
え
を
説
い
た
。
栄
西
（
一
一
四
一

一
二
五

一
）
は
『
喫
茶
養
生
記
』
を
著
し
、
漢
方
薬
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
茶
の
医
学
的
効
用
を
説
き
、
良
忠
（
一
一
九
九

一
二
八
七
）
は

『
看
病
用
心
鈔
』
を
著
し
仏
教
的
看
護
の
あ
り
方
を
説
い
た
。
良
忠
は
臨
終
に
際
し
た
病
人
を
ど
う
し
た
ら
死
後
の
世
界
に
生
ま
れ
変
わ

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
条
件
の
下
に
重
病
人
に
接
し
た
ら
良
い
か
を
浄
土
宗
の
立
場
か
ら
説
い
た
。
現

在
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
ケ
ア
の
原
形
で
あ
る
。
叡
尊
（
一
二
〇
一

一
二
九
〇
）
は
、
五
十
余
年
間
救
療
活
動
し
た
功
績
に
よ
り
伏
見
天
皇
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か
ら
興
正
菩
薩
の
称
号
を
授
け
ら
れ
、
忍
性
（
一
二
一
七

一
三
〇
三
）
は
奈
良
に
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
収
容
所
「
北
山
十
八
間
戸
」
を

開
き
、
さ
ら
に
鎌
倉
に
極
楽
寺
を
建
て
、
寺
域
に
桑
谷
療
病
所
を
開
き
、
二
十
年
間
に
五
万
人
以
上
収
容
し
た
。
日
蓮
（
一
二
二
二

一

二
八
二
）
は
病
苦
の
弟
子
や
信
徒
に
対
し
、
法
華
信
仰
の
立
場
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
や
手
紙
を
書
き
残
し
て
い
る
。
現
存
す
る
日
蓮
の
多

く
の
書
簡
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
梶
原
性
全
（
一
二
六
五

一
三
三
七
）
は
、
鎌
倉
時
代
最
高
の
医
書
医
学
全
書
と
評
価
さ
れ

る
『
頓
医
抄
』
や
『
万
安
方
』
を
著
し
て
い
る
。

南
北
朝
か
ら
室
町
桃
山
時
代
の
特
色
は
、
戦
傷
治
療
の
発
達
と
医
術
諸
流
派
の
成
立
及
び
看
護
精
神
の
変
化
で
あ
る
。
室
町
時
代
は
戦

争
が
各
地
で
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
武
器
も
進
歩
し
負
傷
の
程
度
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
武
士
の
中
か
ら
こ
れ
ら
の
治
療

に
特
殊
技
能
を
持
つ
者
が
現
れ
、
こ
の
軍
医
を
「
金
創
医
」
と
呼
ん
だ
。
室
町
末
期
に
は
、
金
瘡
（
創
傷
外
科
）、
女
科
（
産
婦
人
科
）、

児
科
（
小
児
科
）、
眼
科
、
口
中
科
（
口
腔
外
科
、
歯
科
）
な
ど
の
専
門
医
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
代
末
期
、
曲
直
瀬
道
三

（
一
五
〇
七

一
五
九
五
）
が
出
て
『
啓
迪
集
』
八
巻
を
著
し
た
。
こ
の
書
は
医
学
を
仏
教
か
ら
独
立
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
我

が
国
に
お
け
る
近
代
医
学
の
は
じ
め
を
飾
っ
た
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
幕
府
の
政
策
に
よ
り
檀
家
制
度
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
寺
院
の
経
済
が
安
定
し
、
僧
侶
の

伝
道
活
動
が
以
前
よ
り
弱
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
僧
侶
の
看
護
活
動
も
、
一
部
を
除
い
て
は
全
体
的
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時

期
、
医
学
が
学
問
と
し
て
初
め
て
独
立
す
る
に
及
ん
で
、
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か
っ
た
。
曲
直
瀬
道
三
は
日
本
最
古
の
私
立
医
科
大
学
と

な
っ
た
学
舎
啓
迪
院
を
開
設
し
、
八
〇
〇
余
名
の
門
下
生
を
育
て
た
。
結
局
、
幕
末
ま
で
こ
の
派
の
門
下
生
が
わ
が
国
医
学
の
主
流
を
占

め
て
い
っ
た
。

明
治
時
代
に
な
る
と
維
新
と
同
時
に
西
洋
医
学
が
流
入
し
、
我
国
医
療
の
主
流
と
な
り
ま
す
ま
す
仏
教
と
医
療
が
分
離
し
て
い
っ
た
。

３

日
蓮
宗
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
理
念
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日
蓮
宗
の
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
は
、
具
体
的
に
は
法
華
経
安
楽
行
品
に
説
か
れ
る
四
安
楽
行
を
は
じ
め
六
波
羅
蜜
、
四
摂
法
、
四
無
量
心
の

実
践
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
が
お
題
目
に
触
れ
仏
に
な
る
こ
と
を
願
い
導
く
修
行
と
考
え
ら
れ
る
。

法
華
経
安
楽
行
品
に
説
か
れ
る
四
安
楽
行
安
楽
行
品
で
は
初
心
の
菩
薩
が
悪
世
に
お
い
て
如
何
に
し
て
法
華
経
を
説
く
か
を
四
安
楽

行
の
修
行
と
し
て
説
い
て
い
る
。

身
安
楽
行

修
行
の
妨
げ
に
な
る
も
の
に
近
づ
か
ず
、
常
に
心
を
禅
定
に
保
つ

口
安
楽
行

経
典
や
他
者
の
悪
口
を
言
わ
ず
、
求
め
に
応
じ
て
法
華
経
を
説
く

意
安
楽
行

大
慈
悲
心
を
お
こ
し
て
、
一
切
衆
生
を
平
等
に
救
済
す
る
心
を
持
つ

誓
願
安
楽
行

衆
生
救
済
を
誓
願
す
る

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
口
安
楽
行
に
つ
い
て
で
あ
る
。
法
華
経
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

「
菩
薩
は
常
に
安
穏
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
楽
っ
て
法
を
説
け
。
・
・
若
し
比
丘
及
び
比
丘
尼
と
諸
の
優
婆
塞
及
び
優
婆
夷
と
国
王
、
王

子
、
群
臣
、
士
民
と
あ
ら
ば
、
微
妙
の
義
を
も
っ
て
和
顔
に
し
て
た
め
に
説
け
・
・
。
嬾
惰
の
意
と
懈
怠
の
想
と
を
除
き
、
諸
の
憂
悩
を

離
れ
て
慈
心
を
も
っ
て
法
を
説
け
。
昼
夜
に
常
に
無
上
道
の
教
を
説
き
、
諸
の
因
縁
と
無
量
の
譬
喩
と
を
も
っ
て
衆
生
に
開
示
し
て
、
こ

と
ご
と
く
歓
喜
せ
し
め
よ
。
但
一
心
に
説
法
の
因
縁
を
も
っ
て
、
願
わ
く
は
仏
道
を
成
じ
て
衆
を
し
て
亦
爾
な
ら
し
め
ん
と
の
み
念
ぜ

よ
。
こ
れ
則
ち
、
大
利
あ
る
安
楽
の
供
養
な
り
・
・
」（『
安
楽
行
品
第
十
四
』）

六
波
羅
蜜
（『
序
品
第
一
・
化
城
喩
品
第
七
・
提
婆
達
多
品
第
十
二
・
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
』）

六
波
羅
蜜
は
六
度
と
も
い
い
、
覚
り
の
彼
岸
に
達
す
る
た
め
の
六
つ
の
方
法
の
こ
と
で
あ
る
。

布
施

も
の
を
施
し
た
り
真
理
を
説
き
与
え
、
安
心
を
与
え
る
こ
と

持
戒

戒
律
を
守
り
、
常
に
自
己
反
省
を
す
る
こ
と

忍
辱

法
難
、
迫
害
に
耐
え
忍
ぶ
こ
と
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精
進

布
施
、
持
戒
、
忍
辱
、
禅
定
、
智
慧
を
常
に
実
践
す
る
こ
と

禅
定

心
を
安
定
さ
せ
る
こ
と

智
慧

仏
の
真
実
の
教
え
を
学
び
、
そ
れ
を
表
す
こ
と

六
波
羅
蜜
の
中
で
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
中
心
に
な
る
の
は
、
布
施
で
あ
る
。
布
施
行
と
は
、
他
者
に
対
し
て
物
的
な
提
供
や
精
神
的
な
救

済
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
財
施
・
法
施
・
無
財
施
の
三
種
類
が
あ
る
。

大
事
な
こ
と
は
、
布
施
は
あ
く
ま
で
自
己
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
る
た
め
の
修
行
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

財
施

金
品
の
提
供
、
生
活
必
需
品
の
提
供
、
公
共
事
業
的
活
動
等

法
施

真
理
や
正
し
い
知
識
智
慧
を
他
者
に
提
供
す
る
、
仏
教
者
の
正
法
弘
通
の
こ
と

無
畏
施

他
者
が
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
恐
怖
か
ら
離
れ
ら
れ
る
よ
う
、
働
き
か
け
る
こ
と

ま
た
、
布
施
を
受
け
る
対
象
に
関
す
る
考
え
方
が「
福
田
思
想
」で
あ
る
。福
田
と
は
、「
田
が
よ
く
も
の
を
産
す
る
よ
う
に
こ
れ
を
施
せ

ば
よ
く
福
を
産
す
」と
い
う
意
味
で
あ
る
。つ
ま
り
、こ
れ
に
施
す
こ
と
に
よ
り
福
徳
功
徳
を
産
む
と
さ
れ
る
対
象
を
田
地
に
た
と
え
て
、

福
田
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。三
福
田
に
は
、
悲
田
と
し
て
福
祉
的
布
施
対
象
（
社
会
的
病
的
弱
者
）、
七
福
田
に
は
常
施
医
薬
療
救
衆
病

（
医
薬
提
供
）、
八
福
田
に
は
給
事
病
人
（
病
人
へ
の
給
仕
）
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
。

四
摂
法
（『
提
婆
達
多
品
第
十
二
』
他
）

四
摂
法
と
は
菩
薩
が
衆
生
の
心
を
引
き
つ
け
て
親
愛
の
心
を
起
こ
さ
せ
、
最
後
に
は
仏
道
に
導
き
入
れ
る
た
め
の
行
為
の
こ
と
で
あ

る
。布

施

良
い
も
の
や
良
い
こ
と
正
し
い
教
え
を
施
す
こ
と
、
自
分
の
力
を
分
け
与
え
る
こ
と

愛
語

優
し
い
言
葉
心
和
む
言
葉
を
他
者
に
か
け
る
こ
と

利
行

人
の
た
め
に
つ
く
す
こ
と
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同
事

苦
楽
を
共
有
す
る
こ
と
、
他
者
と
同
一
立
場
に
お
く
こ
と

四
無
量
心

四
無
量
心
と
は
、
禅
定
に
よ
っ
て
得
る
四
つ
の
功
徳
心
の
こ
と
で
あ
る
。

慈
無
量
心

人
に
楽
し
み
と
安
ら
ぎ
を
与
え
よ
う
と
願
う
心

（
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
安
ら
ぎ
の
心
を
与
え
ら
れ
る
か
）

悲
無
量
心

人
の
苦
し
み
や
悲
し
み
を
取
り
除
こ
う
と
願
う
心

（
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
苦
し
み
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
か
）

喜
無
量
心

人
の
楽
し
み
や
喜
び
を
共
に
喜
ぶ
心

（
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
喜
び
の
心
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
）

捨
無
量
心

好
き
嫌
い
に
よ
っ
て
人
を
差
別
し
な
い
心

（
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
平
等
に
救
済
で
き
る
か
）

弘
経
の
三
軌（『
法
師
品
第
十
』）

弘
経
の
三
軌
と
は
、
衣
座
室
の
三
軌
と
も
い
い
、
法
華
経
流
布
の
心
構
え
の
こ
と
で
あ
る
。

衣

柔
和
忍
辱

座

一
切
法
空

室

大
慈
悲
心

法
師
品
第
十
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

「
若
し
善
男
子
善
女
人
あ
り
て
如
来
の
滅
後
に
四
衆
の
た
め
に
こ
の
法
華
経
を
説
か
ん
と
欲
せ
ば
、
如
何
が
応
に
説
く
ベ
き
や
。
こ
の

善
男
子
善
女
人
は
如
来
の
室
に
入
り
、
如
来
の
衣
を
着
、
如
来
の
座
に
坐
し
て
、
而
し
て
す
な
わ
ち
応
に
四
衆
の
た
め
に
広
く
こ
の
教
を
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説
く
べ
し
。
如
来
の
室
と
は
、
一
切
衆
生
の
中
の
大
慈
悲
心
こ
れ
な
り
。
如
来
の
衣
と
は
、
柔
和
忍
辱
の
心
こ
れ
な
り
。
如
来
の
座
と

は
、
一
切
法
の
空
こ
れ
な
り
。
こ
の
中
に
安
住
し
て
然
し
て
後
に
、
怠
な
ら
ざ
る
心
を
も
っ
て
諸
の
菩
薩
及
び
四
衆
の
た
め
に
広
く
こ
の

法
華
経
を
説
く
べ
し
・
・
」

良
医
治
子
の
譬
え（『
如
来
寿
量
品
第
十
六
』）

日
蓮
聖
人
は
、
失
心
の
子
供
を
末
法
の
衆
生
、
良
薬
を
妙
法
五
字
、
使
者
を
本
化
地
湧
の
菩
薩
と
解
釈
し
、
自
ら
を
仏
の
勅
命
を
受
け

て
末
法
濁
悪
の
時
代
に
衆
生
救
済
に
あ
た
る
本
化
地
湧
の
菩
薩
と
し
て
自
覚
さ
れ
た
。

如
来
寿
量
品
第
十
六
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

「
譬
え
ば
、
良
医
の
智
慧
聡
達
に
し
て
、
明
か
に
方
薬
に
練
じ
、
善
く
衆
病
を
治
す
」

（「
譬
如
良
医

智
慧
聡
達

明
練
方
薬

善
治
衆
病
」）

「
是
の
好
き
良
薬
を
今
、
留
め
て
此
に
在
く
。
汝
取
っ
て
服
す
べ
し
。
差
え
ざ
ら
ん
こ
と
を
憂
う
る
こ
と
勿
れ
」

（「
是
好
良
薬

今
留
在
此

汝
可
取
服

勿
憂
不
差
」）

仏
性
礼
拝
と
常
不
軽
菩
薩（『
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
』）

常
不
軽
菩
薩
の
但
行
礼
拝
の
修
行
は
釈
尊
前
世
の
修
行
の
姿
で
あ
り
、
日
蓮
聖
人
も
、
法
華
経
の
修
行
の
肝
心
は
不
軽
品
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。

「
我
深
く
汝
等
を
敬
う
、
敢
え
て
軽
慢
せ
ず
。
所
以
は
何
ん
。
汝
等
皆
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
、
当
に
作
仏
す
る
こ
と
を
得
べ
し
」

（「
我
深
敬
汝
等

不
敢
軽
慢

所
以
者
何

汝
等
皆
行
菩
薩
道

當
得
作
仏
」）

・
仏
性
の
礼
拝

人
は
、
誰
も
が
仏
で
あ
る
。

・
人
間
の
尊
重
と
平
等
観

人
は
、
誰
も
が
等
し
く
仏
性
を
備
え
平
等
に
尊
い
。

地
涌
の
菩
薩
の
自
覚
と
代
受
苦
の
精
神
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日
蓮
聖
人
は
、
一
切
衆
生
の
苦
し
み
は
日
蓮
の
苦
し
み
で
あ
る
と
い
う
代
受
苦
の
精
神
で
法
華
経
弘
通
を
自
覚
さ
れ
た
。『
祈
祷
抄
』

の
「
諸
仏
菩
薩
は
本
よ
り
大
悲
代
受
苦
の
誓
い
深
し
」、『
諫
暁
八
幡
抄
』
の
「
一
切
衆
生
の
同
一
の
苦
は
悉
く
こ
れ
日
蓮
一
人
の
苦
と
申

す
べ
し
」
等
の
言
葉
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

４

病
院
・
高
齢
者
施
設
で
の
法
話
に
つ
い
て

最
近
病
院
・
高
齢
者
施
設
か
ら
僧
侶
へ
の
法
話
要
請
が
増
え
て
い
る
。
特
に
老
人
福
祉
施
設
で
は
、
介
助
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
同
様

に
、
法
話
が
多
く
実
践
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
特
に
教
義
面
で
は
な
く
、
法
話
を
行
う
場
合
の
心
が
け
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

法
話
を
行
う
場
合
、
い
ろ
い
ろ
な
型
が
考
え
ら
れ
る
。
普
通
は
、
部
屋
、
ロ
ビ

の
前
中
央
に
講
師
が
演
台
を
前
に
し
て
立
ち
、
聴
衆

が
そ
の
前
に
並
ぶ
型
が
多
い
。
従
来
の
法
話
会
型
式
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
法
話
会
で
は
次
の
点
に
注
意
し
た
い
。

病
院
法
話
に
つ
い
て

法
話
会
を
布
教
の
場
と
考
え
て
い
な
い
か

病
院
・
老
人
ホ

ム
な
ど
の
法
話
は
、
布
教
伝
道
が
目
的
で
は
な
い
。
仏
教
者
・
法
華
経
信
仰
者
と
し
て
、
釈
尊
・
日
蓮
聖
人
の
教

え
や
自
分
の
信
念
を
伝
え
る
以
上
、
結
果
的
に
は
布
教
伝
道
と
な
る
が
、
教
義
の
宣
伝
の
た
め
の
法
話
、
特
に
自
己
の
信
念
を
良
し
と

し
、
他
を
悪
し
と
す
る
よ
う
な
押
し
つ
け
的
な
法
話
で
は
、
聴
く
人
に
安
ら
ぎ
は
与
え
ら
れ
な
い
。
教
え
を
説
く
と
い
う
よ
り
、「
心

の
看
護
」
に
徹
す
る
姿
勢
が
大
事
と
い
え
よ
う
。

話
し
手
、
聞
き
手
が
二
分
化
さ
れ
て
い
な
い
か
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私
、
話
す
人
、
あ
な
た
聴
く
人
、
と
二
分
化
さ
れ
て
い
な
い
か
。
法
話
は
、
聴
く
人
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
聴
い
て
く
れ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
話
を
他
人
事
と
し
て
聴
く
よ
う
で
は
、
話
し
手
の
一
人
舞
台
に
な
っ
て
し
ま
う
。
聴
く
立
場
に
な
っ
て
話
す
こ
と
が
重

要
で
あ
ろ
う
。

御
利
益
を
授
け
て
や
る
、
と
い
う
気
持
ち
で
話
し
て
い
な
い
か

上
か
ら
下
へ
御
利
益
を
授
け
る
よ
う
な
話
し
方
は
、
相
手
に
伝
わ
り
に
く
い
。
特
に
病
人
や
老
人
は
、
自
分
の
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
共
感
を
持
つ
。
現
世
利
益
的
な
話
は
避
け
た
い
。

専
門
用
語
を
使
い
過
ぎ
て
い
な
い
か
。

仏
教
的
専
門
用
語
は
な
る
べ
く
避
け
、
平
易
で
分
か
り
や
す
い
言
葉
を
使
う
。
患
者
・
老
人
が
多
い
の
で
、
疲
れ
さ
せ
な
い
話
し
方

を
工
夫
し
た
い
。
高
尚
な
内
容
に
こ
だ
わ
ら
な
い
方
が
良
い
。

会
場
が
明
る
く
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
る
か

肩
に
力
が
入
り
過
ぎ
、
説
得
す
る
よ
う
な
話
は
好
ま
れ
な
い
。
話
す
人
の
心
、
願
い
を
自
然
に
伝
え
た
い
。
和
や
か
な
雰
囲
気
が
大

切
で
あ
る
。

病
院
法
話
の
心
掛
け

聴
く
人
が
い
て
こ
そ
法
話
が
成
り
立
つ

ど
ん
な
立
派
な
布
教
家
で
も
、
話
を
聴
い
て
く
れ
る
相
手
が
い
な
く
て
は
法
話
に
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
相
手
の
存
在
が
自
分
を
成

り
立
た
せ
て
く
れ
る
。
聴
く
人
の
視
線
や
表
情
の
中
に
、
語
る
自
分
の
法
味
が
初
め
て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
相
手
の
た
め
に
私
が

何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
気
負
い
は
マ
イ
ナ
ス
に
つ
な
が
る
。
話
し
手
と
聞
き
手
が
同
一
立
場
で
あ
る
、
と
い
う
気
持
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ち
で
法
話
に
取
り
組
み
た
い
。

背
伸
び
し
な
い

初
め
か
ら
盛
り
だ
く
さ
ん
な
こ
と
は
せ
ず
、
病
院
、
施
設
の
方
針
に
沿
っ
て
自
分
の
対
応
能
力
を
十
分
考
え
、
余
裕
あ
る
ス
ケ
ジ
ュ

ル
で
始
め
た
い
。
時
間
的
距
離
的
に
無
理
が
あ
れ
ば
、
長
続
き
し
な
い
。
法
話
内
容
に
お
い
て
も
、
好
感
を
持
た
れ
た
い
ば
か
り
に

大
げ
さ
な
表
現
を
し
た
り
、
不
用
意
な
約
束
を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
宗
教
家
と
し
て
信
頼
さ
れ
て
い
る
以
上
、
話
し
手
の
何

気
な
い
し
ぐ
さ
や
一
言
が
、
相
手
に
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
背
伸
び
し
た
話
は
避
け
た
い
。
話
し
終
え
た
後
、
常
に
不
満
足
感
が
残

る
が
、
そ
の
方
が
良
い
場
合
が
多
い
。
満
足
感
の
強
い
法
話
は
結
果
的
に
自
己
満
足
に
終
わ
り
、
返
っ
て
相
手
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ

と
が
あ
る
。
無
理
は
禁
物
で
あ
る
。

対
機
説
法

法
話
の
特
色
は
、
対
機
説
法
と
い
わ
れ
る
。
応
病
与
薬
の
よ
う
に
、
相
手
に
最
も
適
し
た
話
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
患
者
や
老
人

は
、
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
て
い
る
。
教
義
教
学
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
た
い
。
ま
ず
相
手
を
知
る
事
が
基
本
で
あ
る
。
ど
の
種
の

病
院
、
患
者
な
の
か
、
ど
ん
な
内
容
の
老
人
ホ

ム
な
の
か
、
法
話
す
る
施
設
の
性
格
や
特
色
、
入
院
入
居
者
の
状
況
を
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
法
話
す
る
会
場
の
広
さ
、
マ
イ
ク
の
有
無
な
ど
会
場
の
設
備
を
事
前
に
知
っ
て
お
く
と
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
法

話
に
臨
め
る
。

病
院
法
話
の
実
例

こ
こ
で
、
私
が
現
在
行
っ
て
い
る
薄
伽
梵

の
病
院
、
老
人
ホ

ム
で
の
法
話
会
を
紹
介
し
た
い
。
あ
く
ま
で
も
参
考
例
で
あ

り
、
実
践
に
当
た
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
一
番
適
し
た
法
話
会
を
作
り
あ
げ
て
ほ
し
い
。
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※
薄
伽
梵

は
、
昭
和
五
九
年
に
結
成
さ
れ
た
京
都
仏
教
青
年
会
を
前
身
と
す
る
超
宗
派
の
仏
教
団
体
で
、
一
六
宗
派
一
九
名

の
僧
侶
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
病
院
・
老
人
ホ

ム
等
で
の
法
話
活
動
、
書
道
教
室
、
月
例
研
究
会
な
ど
の
実
践
活
動
を
行
う
。
法
衣
で
病

院
法
話
を
始
め
た
先
駆
者
で
あ
る
。

病
院
（
高
雄
病
院
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
ー
勤
行
自
己
紹
介
歌
法
話

※
高
雄
病
院
は
京
都
市
北
西
部
に
あ
る
病
床
一
三
三
床
、
内
科
、
呼
吸
器
科
、
東
洋
医
学
科
の
診
療
科
目
を
持
つ
病
院
で
、
入
院
患

者
の
三
分
の
二
は
六
五
才
以
上
の
老
人
、
慢
性
疾
患
や
成
人
病
患
者
が
多
い
。

法
話
会
場
は
三
階
会
議
室
。
正
面
に
厨
子
入
釈
尊
木
像
を
安
置
し
、
香
華
を
供
え
る
。
法
話
会
場
ら
し
く
荘
厳
さ
れ
て
い
る
。
最
初

に
勤
行
が
五
分
ほ
ど
あ
る
。
講
師
の
宗
派
独
自
の
勤
行
を
行
う
。
次
に
自
己
紹
介
。
宗
派
や
出
身
地
、
住
居
な
ど
を
話
す
事
で
、
聞
く

側
は
自
分
と
の
共
通
点
を
見
い
だ
し
て
い
く
。
住
ま
い
や
趣
味
が
一
致
す
る
と
、
親
近
感
が
生
ま
れ
る
。
次
に
一
緒
に
歌
う
。
特
に
童

謡
が
多
い
。
歌
詞
は
プ
リ
ン
ト
し
て
渡
し
て
い
る
。
歌
う
事
に
よ
り
、
身
体
も
気
分
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
く
る
。
法
話
時
間
は
三
〇

分
。
こ
の
病
院
で
は
入
院
患
者
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
医
師
、
看
護
婦
な
ど
の
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
同
席
す
る
事
が
多
い
。

自
分
の
思
う
と
こ
ろ
、
考
え
を
は
っ
き
り
伝
え
ら
れ
る
よ
う
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
特
に
仏
教
者
と
し
て
何
を
拠
り
所
に
し
て

い
る
か
、
そ
れ
が
今
の
生
き
方
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
か
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

「
経
典
に
は
こ
う
書
い
て
あ
る
。
仏
教
の
歴
史
は
こ
う
で
あ
る
。」
と
い
う
こ
と
は
読
書
で
こ
と
た
り
る
事
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
の

お
釈
迦
様
、
日
蓮
聖
人
、
父
母
を
想
う
な
ど
、
具
体
的
な
内
容
の
方
が
説
得
力
が
あ
る
。
法
話
の
後
、
質
問
時
間
を
取
っ
て
い
る
。
法
話

よ
り
質
問
の
方
が
盛
り
上
が
る
事
が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
出
る
の
で
、
参
加
し
た
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
答
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

解
ら
な
い
事
は
解
ら
な
い
と
し
て
、
無
理
し
て
そ
の
場
で
答
え
を
出
す
必
要
は
な
い
。
次
の
課
題
と
し
て
お
け
ば
良
い
。

病
院
が
宗
教
的
法
話
を
求
め
る
と
い
う
事
は
、
治
ら
な
い
病
気
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
く
か
と
い
う
患
者
の
心
の
問
題
の
解
消
、
特
に
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全
人
格
的
な
医
療
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
証
で
あ
り
、
宗
教
家
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
病
院
法
話
の
特
徴
は
、
こ
の

期
待
に
応
え
て
い
こ
う
と
い
う
責
任
感
と
気
負
い
な
き
法
話
と
い
う
二
律
背
反
の
難
し
さ
で
あ
ろ
う
。

布
教
の
大
家
で
も
、
病
院
や
老
人
ホ

ム
で
の
法
話
は
勝
手
が
違
う
の
で
ご
め
ん
被
る
と
尻
込
み
す
る
と
い
う
。
寺
院
や
檀
信
徒
の
前

で
生
老
病
死
を
説
き
な
が
ら
も
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
病
い
や
老
い
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
一
五
年

間
ほ
ど
、
薄
伽
梵

の
一
員
と
し
て
病
院
や
老
人
ホ

ム
で
法
話
会
を
続
け
、
そ
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
本
当
に
患
者
や

老
人
の
身
に
成
り
切
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
だ
が
、
苦
し
み
は
分
か
ち
合
え
る
と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し
て
き
た
。
法
話
は
寺
院
や
信
徒

と
い
う
限
定
さ
れ
た
場
所
や
対
象
に
よ
っ
て
の
み
な
さ
れ
る
と
い
う
イ
メ

ジ
が
強
か
っ
た
が
、
本
当
は
そ
う
で
は
な
く
、
そ
う
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
。
日
蓮
聖
人
の
教
え
は
、
裟
婆
即
寂
光
土
と
い
う
現
実
生
活
の
重
視
と
、
即
身
成
仏
と
い
う
我
が
身
の
救
い
に
あ

る
。
日
常
生
活
や
我
が
身
の
苦
楽
の
他
に
ど
こ
に
救
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
蓮
聖
人
の
教
え
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
私
た
ち
が
、
今

こ
そ
広
い
視
野
に
立
っ
て
社
会
の
ニ

ズ
に
応
え
て
い
く
べ
き
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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日蓮宗のビハーラ活動の意義

医療・看護とは何か
　⇒
　　　全人的医療

医療・看護をめぐる諸問題
インフォームドコンセント
脳死・安楽死・尊厳死　他

医学の進歩－専門分化
多様な病気の出現
癌・エイズ・痴呆症等
医療技術の発展
医療体制の変化
医療機関の量的、質的充実
終末医療の問題
臓器移植　クローン他

医療・看護

科 学

立正安国
　⇒
　　　一天四海皆帰妙法

儀式仏教への批判
ニーズに合った教化法
　　　　摂受・折状

信教の自由
信仰離れ
仏教の世俗化
僧侶の使命感喪失
宗教生活より家庭生活
超能力
オカルトブーム
共生生活　　　　　　他

日蓮宗

宗 教

法　華　菩　薩　道　の　実　践
（仏の本意に生きる）

日蓮宗のビハーラ活動
日蓮宗ビハーラ講座・!"!（日蓮宗ビハーラネットワーク）

新たな生死の文化

安心して死ねる社会

よろこびのある社会
はげましのある社会
やすらぎのある社会
安心　　のある社会

社会福祉の発達
高度経済成長
安定社会
国民皆保険
核家族化
高学歴社会
少子高齢化社会
自殺者の増加　他

生活・福祉

社 会

い　の　ち


